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■申込・問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１

村民が自ら企画提案・講師となり実施する
学習会です。

◆回数　年間５回程度
※同一年度内で１講師１企画まで。
◆謝金 １開催日につき３，０００円
※講師自ら無償で行う場合はこの限りではない。

美浦ゼミ
自分の知識や特徴を生かし、他の人にも伝
えたい方が講師となり開設する講座です。
村教育委員会生涯学習課が企画し、支援し
ます。

◆回数　年間１０回～２０回程度
◆謝金 １開催日につき７，０００円

みほ文化講座

令和９年度「みほ文化講座」「美浦ゼミ」講師募集

中央公民館では、令和９年度に行う「みほ文化講座」と「美浦ゼミ」の講師を募集します。
原則として、村内に居住または勤務する２０歳以上の方ならどなたでも応募できます。
中央公民館では、令和９年度に行う「みほ文化講座」と「美浦ゼミ」の講師を募集します。
原則として、村内に居住または勤務する２０歳以上の方ならどなたでも応募できます。

▶テーマ　生涯学習に関することなら、原則としてすべて可能です。
ただし、内容が次の①から③に該当するものは除きます。
①　特定の政党や宗教の宣伝を目的とするもの
②　特定の企業や団体の宣伝または営利を目的とするもの
③　①、②以外で美浦村教育委員会が不適当と認めるもの

▶期 間　令和９年６月～令和１０年３月末日まで
▶会 場　・美浦村中央公民館

・木原地区多目的集会施設
・安中地区多目的研修集会施設

▶締 切　１０月２０日（火）
※応募用紙は中央公民館に用意してあります。
※応募後に内容等を協議検討のうえ、開設講座を選定し、１２月中旬にご連絡いたします。

▶テーマ　生涯学習に関することなら、原則としてすべて可能です。
ただし、内容が次の①から③に該当するものは除きます。
① 特定の政党や宗教の宣伝を目的とするもの
② 特定の企業や団体の宣伝または営利を目的とするもの
③ ①、②以外で美浦村教育委員会が不適当と認めるもの

▶期 間 令和９年６月～令和１０年３月末日まで
▶会 場 ・美浦村中央公民館

・木原地区多目的集会施設
・安中地区多目的研修集会施設

▶締 切 １０月２０日（火）
※応募用紙は中央公民館に用意してあります。
※応募後に内容等を協議検討のうえ、開設講座を選定し、１２月中旬にご連絡いたします。
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